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　１月23日、２４日に東京都内で開催された第16回全国中学生創造ものづくり教育フェアの「創造ア

イデアロボットコンテスト全国大会」「パソコン入力コンクール　あなたへのメールコンテスト部門」

に金武中学校生徒が出場しました。そこで、ロボットコンテストに出場したチーム・キンＢとメールコ

ンテストに出場した上間月乃さんがそれぞれ、２位に輝く快挙を達成しました。

　ロボットコンテストに出場したチーム・キンＢは、県大会と九州大会を勝ち抜き、全国への切符を獲

得。基礎部門へ参戦し「はじめてのおつかい」をテーマに、歩行型ロボットで段差等の障害物を乗り越

え、スタート地点のお家エリアからお店エリアを往復する速さを競い、２位入賞となりました。また、

全国24チーム中、唯一５足歩行ロボットで出場したことが高く評価され、全国中学校産業教育教材振興

協会会長賞（特別賞）も受賞しました。

　あなたへのメールコンテストは、全国大会予選に出場した２９５名の中から上位１５名が全国大会に

出場するもので、上位15位に入賞した金武中学校生徒４名が大会に参加しました。競技内容は、与えら

れたテーマに対し15分以内で返信メールを作成して送信するもので、上間月乃さんは、グローバルな視

点で物事を捉えていると審査員から高評価を受け、２位に当たる日本産業技術教育学会会長賞を受賞し

ました。

☆金武中生徒全国で健闘☆☆金武中生徒全国で健闘☆☆金武中生徒全国で健闘☆
ロボットコンテスト２位！

あなたへのメールコンテスト２位！
ロボットコンテスト２位！

あなたへのメールコンテスト２位！
ロボットコンテスト２位！

あなたへのメールコンテスト２位！

☆ロボットコンテスト

▲ロボットコンテスト２位の仲間航太くん、仲間功太くん ▲メールコンテスト２位の上間月乃さん

チーム名 氏　　名 沖縄県大会 九州大会 全国大会 全国大会

チーム・キンＢ 優勝 ２位

２位
仲間功太（３年）

仲間航大（３年）

☆メールコンテスト
氏　　名

上間月乃（２年）
安田佐妃野（２年）
比嘉百亜（３年）
仲間優美（３年）

準優勝

３位
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　金武町教育委員会では、平成28年度育英学生を若干名募集いたします。募集要件は、下記のとお
りです。

１．応募条件　
　①金武町に本籍又は住所を有し、かつ、その父母又はこれに代わる者が金武町に居住する者
　②大学、短期大学、専門学校に入学予定または在学する者

２．貸付額
　①県内（大学・短期大学・専門学校）　月額　30,000円以内
　②県外（大学・短期大学・専門学校）　月額　35,000円以内

３．貸付期間
　　原則として、平成28年４月から卒業するまでの正規の修業年限（辞退、退学があった場合はそ
の月まで）

４．提出書類

５．育英資金の返還について
　　育英資金貸付事業は、在学中に貸付を受けた皆さんからの返還金で運営しております。返還金が
滞りますと次の育英学生への貸付に大変支障をきたしますので、育英資金を申し込む際は、返還に
ついても考慮して頂きますようお願いいたします。

　①貸付終了後６ヵ月後から、毎月15,000円以上の返還義務が生じます。
　②返還を開始する際には、連帯保証人及び保証人と連署した育英資金返還計画書を提出していただ
きます。

６．受付期間
　平成28年３月１日（火）～３月31日（木）

７．審査結果
　金武町育英事業審議会で審議後に、採用・不採用の選考結果通知書を本人に通知いたします。
　　※採用決定した方は、金武町内に在住する連帯保証人（１名）及び保証人（２名）が必要になり

ます。

８．申請先及び問合せ先
　金武町教育委員会　学校教育課 （NTT）９６８－２９９１　（有線）８－２９９１

平成２８年度金武町育英資金貸付事業育英学生募集要項

①

②

③

④

⑤

１通

１通

１通

１通

１通

金武町育英資金貸付申請書（様式第１号）

住民票謄本（本籍・続柄表示のあるもの）

所得状況等の調査に関する同意書（様式第２号）

在学証明書又は合格通知書の写し

成績証明書（最終３カ年分）

教育委員会窓口にて受取るか、又は役
場HPからダウンロードできます。

教育委員会窓口にて受取るか、又は役
場HPからダウンロードできます。

内　容 提出部数
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　金
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
『
金
武
町
史

民
俗
編
』
編
さ
ん
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
調
査
成
果

を
い
ち
早
く
町
民
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
金
武
町
の

民
俗
と
そ
の
周
辺
」
と
題
し
、
金
武
町
史
専
門
委
員
・
琉
球
大
学
教

授
の
赤
嶺
政
信
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
全
六
回
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
五
回
の
講
座
の
報
告
を
し
ま
す
。

【
五
月
二
十
八
日
（
木
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
は
「
若
者
た
ち
の
間
に

も
シ
マ
の
娘
は
自
分
た
ち
の
も
の

と
い
う
意
識
が
あ
り
」
（
『
並
里

区
誌
』
）
、
地
域
内
で
結
婚
す
る

の
が
奨
励
さ
れ
、
よ
そ
の
地
域
の

若
者
と
結
婚
す
る
さ
い
は
「
馬

酒
」
と
呼
ば
れ
る
罰
金
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
婚
式
当
日
、
花
嫁
は
両
親
を

家
に
残
し
、
友
人
一
同
と
花
嫁
行

列
を
な
し
、
若
者
た
ち
が
い
た
ず

ら
半
分
に
お
い
た
薪
の
束
な
ど
の

障
害
を
乗
り
越
え
、
花
婿
の
家
へ

向
か
い
ま
し
た
。
花
嫁
衣
装
は
子

守
を
し
て
面
倒
を
見
た
子
供
の
家

か
ら
贈
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
（
※
昔
は
近
所
の
小
学

生
く
ら
い
の
子
供
が
小
さ
い
子
供

の
面
倒
を
見
て
い
て
、
そ
の
親
し

い
関
係
は
長
い
間
続
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
）

　
今
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
た
結
婚
風

景
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
七
月
二
十
三
日
（
木
）
・
並
里

地
区
公
民
館
】

　
沖
縄
の
年
中
行
事
に
始
ま
り
、

か
つ
て
金
武
で
行
わ
れ
て
い
た
ウ

マ
チ
ー
（
稲
や
麦
に
か
か
わ
る
拝

み
）
や
、
伊
芸
区
の
シ
マ
ク
サ
ラ

シ
（
悪
疫
が
部
落
に
入
っ
て
く
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
行

事
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
季
節
の
行
事
に
、
来
場
者

は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

【
九
月
二
十
四
日
（
木
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
金
武
に
は
タ
キ
ダ
キ

ブ
ー
と
呼
ば
れ
る
労
働
義
務
が
あ

り
、
地
域
の
住
民
総
出
で
共
同
作

業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
武
に
は
、
住
み
込
み

で
働
く
イ
リ
チ
リ
ー
や
ヒ
ヨ
ウ
と

呼
ば
れ
る
日
雇
い
労
働
者
が
本
部

や
読
谷
な
ど
の
町
外
の
地
域
か
ら

き
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
相
互
扶
助
に
つ
い
て
は
、
葬
式

の
さ
い
、
親
戚
で
助
け
合
う
地
域

と
地
域
住
民
が
手
伝
い
あ
う
地
域

が
県
内
に
は
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

【
十
一
月
十
八
日
（
水
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
は
地
域
の
決
ま
り
ご
と

に
反
す
る
と
、
フ
ダ
が
渡
さ
れ
、

次
の
違
反
者
が
出
る
ま
で
一
日
ご

と
の
罰
金
を
払
い
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
罰
則
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
多
く
の
罰
金
が
科
さ

れ
、
子
供
を
奉
公
に
出
す
家
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
標
準
語
教
育
推
進
の
た
め
の
方

言
札
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
山
に
か
か
わ
る
札
、

畑
に
か
か
わ
る
札
、
女
性
の
夜
間

一
人
歩
き
を
禁
止
す
る
ヤ
ガ
マ
札

な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
に
札
を

使
っ
て
地
域
の
秩
序
を
保
つ
仕
組

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
【
一
月
二
十
日
（
水
）
・
並
里

地
区
公
民
館
】

　
町
民
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

で
、
五
十
名
余
り
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
屋
敷
の
神
や
フ
ー
ル
（
豚
の
飼

育
小
屋
を
兼
ね
た
便
所
）
の
神
、

火
の
神
、
仏
壇
・
位
牌
祭
祀
と
、

沖
縄
で
は
昔
か
ら
家
の
い
た
る
所

に
多
く
の
神
が
存
在
し
、
大
切
に

さ
れ
拝
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
火
の
神
は
戸
籍
係
の
役

割
が
認
識
さ
れ
、
嫁
入
り
の
さ
い

に
は
報
告
の
た
め

拝
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
本
町
の

昔
の
暮
ら
し
や
歴

史
文
化
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
座
を
企

画
し
て
い
く
予
定

で
す
。
町
民
の
皆

様
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま

す
。

婚
姻
（
第
一
回
講
座
）

婚
姻
（
第
一
回
講
座
）

年
中
行
事
（
第
二
回
講
座
）

年
中
行
事
（
第
二
回
講
座
）

労
働
慣
行
（
第
三
回
講
座
）

労
働
慣
行
（
第
三
回
講
座
）

金
武
町
史
編
さ
ん
事
業
講
座

金
武
町
史
編
さ
ん
事
業
講
座
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【
五
月
二
十
八
日
（
木
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
は
「
若
者
た
ち
の
間
に

も
シ
マ
の
娘
は
自
分
た
ち
の
も
の

と
い
う
意
識
が
あ
り
」
（
『
並
里

区
誌
』
）
、
地
域
内
で
結
婚
す
る

の
が
奨
励
さ
れ
、
よ
そ
の
地
域
の

若
者
と
結
婚
す
る
さ
い
は
「
馬

酒
」
と
呼
ば
れ
る
罰
金
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
婚
式
当
日
、
花
嫁
は
両
親
を

家
に
残
し
、
友
人
一
同
と
花
嫁
行

列
を
な
し
、
若
者
た
ち
が
い
た
ず

ら
半
分
に
お
い
た
薪
の
束
な
ど
の

障
害
を
乗
り
越
え
、
花
婿
の
家
へ

向
か
い
ま
し
た
。
花
嫁
衣
装
は
子

守
を
し
て
面
倒
を
見
た
子
供
の
家

か
ら
贈
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
（
※
昔
は
近
所
の
小
学

生
く
ら
い
の
子
供
が
小
さ
い
子
供

の
面
倒
を
見
て
い
て
、
そ
の
親
し

い
関
係
は
長
い
間
続
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
）

　
今
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
た
結
婚
風

景
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
七
月
二
十
三
日
（
木
）
・
並
里

地
区
公
民
館
】

　
沖
縄
の
年
中
行
事
に
始
ま
り
、

か
つ
て
金
武
で
行
わ
れ
て
い
た
ウ

マ
チ
ー
（
稲
や
麦
に
か
か
わ
る
拝

み
）
や
、
伊
芸
区
の
シ
マ
ク
サ
ラ

シ
（
悪
疫
が
部
落
に
入
っ
て
く
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
行

事
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
季
節
の
行
事
に
、
来
場
者

は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

【
九
月
二
十
四
日
（
木
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
金
武
に
は
タ
キ
ダ
キ

ブ
ー
と
呼
ば
れ
る
労
働
義
務
が
あ

り
、
地
域
の
住
民
総
出
で
共
同
作

業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
武
に
は
、
住
み
込
み

で
働
く
イ
リ
チ
リ
ー
や
ヒ
ヨ
ウ
と

呼
ば
れ
る
日
雇
い
労
働
者
が
本
部

や
読
谷
な
ど
の
町
外
の
地
域
か
ら

き
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
相
互
扶
助
に
つ
い
て
は
、
葬
式

の
さ
い
、
親
戚
で
助
け
合
う
地
域

と
地
域
住
民
が
手
伝
い
あ
う
地
域

が
県
内
に
は
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

【
十
一
月
十
八
日
（
水
）
・
町
立

中
央
公
民
館
】

　
か
つ
て
は
地
域
の
決
ま
り
ご
と

に
反
す
る
と
、
フ
ダ
が
渡
さ
れ
、

次
の
違
反
者
が
出
る
ま
で
一
日
ご

と
の
罰
金
を
払
い
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
罰
則
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
多
く
の
罰
金
が
科
さ

れ
、
子
供
を
奉
公
に
出
す
家
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
標
準
語
教
育
推
進
の
た
め
の
方

言
札
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
山
に
か
か
わ
る
札
、

畑
に
か
か
わ
る
札
、
女
性
の
夜
間

一
人
歩
き
を
禁
止
す
る
ヤ
ガ
マ
札

な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
に
札
を

使
っ
て
地
域
の
秩
序
を
保
つ
仕
組

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
【
一
月
二
十
日
（
水
）
・
並
里

地
区
公
民
館
】

　
町
民
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

で
、
五
十
名
余
り
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
屋
敷
の
神
や
フ
ー
ル
（
豚
の
飼

育
小
屋
を
兼
ね
た
便
所
）
の
神
、

火
の
神
、
仏
壇
・
位
牌
祭
祀
と
、

沖
縄
で
は
昔
か
ら
家
の
い
た
る
所

に
多
く
の
神
が
存
在
し
、
大
切
に

さ
れ
拝
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
火
の
神
は
戸
籍
係
の
役

割
が
認
識
さ
れ
、
嫁
入
り
の
さ
い

に
は
報
告
の
た
め

拝
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
本
町
の

昔
の
暮
ら
し
や
歴

史
文
化
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
座
を
企

画
し
て
い
く
予
定

で
す
。
町
民
の
皆

様
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま

す
。

ム
ラ
の
オ
キ
テ
と
制
裁

　
　
　
　
　
　
　（
第
四
回
講
座
）

ム
ラ
の
オ
キ
テ
と
制
裁

　
　
　
　
　
　
　（
第
四
回
講
座
）

家
と
カ
ミ
（
第
五
回
講
座
）

家
と
カ
ミ
（
第
五
回
講
座
）

ヒ
ヌ
カ
ン

ヒ
ヌ
カ
ン
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▲サッカー教室に参加した子ども達とコンサドーレ札幌の選手のみなさん

▲練習に励む稲本選手

　
１
月
１８
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
の
日
程
で
、金
武
町
陸
上
競

技
場
で
Ｊ
２
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
が
春
季
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
が
本
町
で
春
季
練
習
を
行
う
の
は
今
年
で
３
年
目

と
な
り
ま
す
。１
月
１９
日
に
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
か
れ
、金

武
町
の
タ
コ
ラ
イ
ス
を
陣
中
見
舞
い
と
し
て
贈
呈
し
た
ほ
か
、比

嘉
教
育
長
が
「
金
武
町
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
、活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　１月２４日、町内小学生サッカーチームを対象に、コンサドーレ札幌による少年サッカー教室が開催されま
した。
　今回は町内のＦＣ金武ジュニア、嘉芸ＦＣの選手たち約５０名が参加し、プロの選手とふれあいました。記
録的な寒さで、開催前には霰（あられ）も降る中、子ども達はプロ選手と一緒に元気にボールを追いかけて
いました。
　終了後に選手からサインをもらうと、嬉しそうな笑顔を見せていました。

憧れのプロ選手と夢の時間
少年サッカー教室開催
憧れのプロ選手と夢の時間
少年サッカー教室開催
憧れのプロ選手と夢の時間
少年サッカー教室開催

プ
ロ
の
選
手
に
手
が
届
く
！

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
春
季
練
習

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・
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▲冷水機を寄贈した35期生のみなさん

▲寄附を手渡した実行委員会のみなさん

○一般の部

順位 チーム名 記録

1：02：02

1：07：02

1：07：20

0：52：24

1位

2位

3位

オブ
ザー
バー
賞

　
平
成
２７
年
に
お
い
て
、金
武
町
少
年
少
女
合
唱
団
は
「
風

雅
」・「
美
里
児
童
園
」・「
松
原
園
」の
3
施
設
を
訪
問
し
、施

設
の
皆
さ
ん
に
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
歌
声
を
聴
い
た
施
設
の
入
所
者
の
中
に
は
、瞳
を
潤
ま
せ

る
人
や
目
を
輝
か
せ
て
聴
く
子
ど
も
達
、リ
ズ
ム
を
と
る
人

な
ど
様
々
で
、音
楽
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
同
合
唱
団
は
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
「
活
動
を
支
え
て
く

だ
さ
る
町
の
皆
様
の
心
と
団
員
の
歌
声
が
合
わ
さ
る
こ
と
で

「
心
に
響
く
」合
唱
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。今
後
も
少
年

少
女
合
唱
団
の
歌
声
に
皆
様
の
心
を
の
せ
て
、よ
り
多
く
の

方
に
届
け
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　１２月２１日、金武中学校３５期生の皆さんが、同窓
会で寄附を募り、母校に冷水機を寄贈しました。３５期
生の伊波学幹事は「かわいい後輩に部活やスポー
ツを頑張ってもらいたい。文武両道で頑張ってほし
い」と激励しました。
　毎年元日及び２日にそれぞれ行われている野球大
会、ソフトボール大会の事務局が集めた参加費の一
部を金武中学校に寄附しました。
　野球大会は３４歳以下、ソフトボールは３５歳以上が
それぞれ金武中学校の同期生ごとにチームをつくっ
て行われているもので、同級生や世代間の交流の場
となっております。
　ソフトボール大会事務局の糸村昌敏さんは「正月
に同級生が集って楽しく大会を行っている。学校の
ために役立ててほしい」と語りました。

　１月１７日、金武町陸上競技場を主会場に第
４９回金武町駅伝競走大会が行われました。
　今回は雨が降る厳しいコンディションの
中、一般の部・小学生の部合わせて２０チーム
（オブザーバー参加含む）が参加し、たすきを
繋ぎゴールを目指しました。
　順位は次のとおりです。

第４９回金武町駅伝競走大会

母校への熱い思い
金武中学校へ寄附続々

響
く
歌
声
に
感
動

響
く
歌
声
に
感
動

響
く
歌
声
に
感
動

金
武
町
少
年
少
女

　
　
　
　合
唱
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－
・
－

金武地区
消防Ａ

金武火力
発電所

白川Ａ

中川区スポ
ーツ振興会

○少年の部

順位 チーム名 記録

0：29：23

0：29：54

0：30：35

0：28：45

1位

2位

3位

オブ
ザー
バー
賞

金武メダ
リストＡ

嘉芸ＦＣＡ

うるまＲＣ

金武少年イ
ーグルスＡ



金武町教育委員会広報 8



金武町教育委員会広報9



金武町営プール　ＴＥＬ：９６８－７７７１　ＦＡＸ：９６８－７７７２　有線：８－７７７１

深さ：端９０ｃｍ　　真ん中１３０ｃｍ
温度：３１℃前後（冬場）
１～６コースまであります。
１・２コースは基本子どものコースで、ビート板や
ヘルパーも自由に使えます。
６コースはウォーキングコースになります
水中運動で使用できるヌードルやアクアグローブも
ありますので、ご希望の方はお声かけください。

深さ：２０ｃｍ（幼児プール）
　　：６０ｃｍ（児童プール）
温度：３１℃前後（冬場）
それぞれすべり台もあり、幼児用の
おもちゃも
貸し出ししていますので親子で楽し
く遊べますよ♪

平成28年2月号(第164号)

～利用時間～
平　日 午前10時～午後8時30分
日・祝祭日 午前10時～午後7時
※午後3時～15分間は休憩時間になります。

【今月の清掃日・休館日】
清掃日：2月1日（月）
2月2日(火)・8日(月)

15日（月)・22日（月)・29日（月)

☆２５Mプール☆

深さ：６０ｃｍ
温度：３２℃前後（冬場）
ワールプールはジャグジー式で、泡がでているので、
きもちいいリラックス効果があります。
また、プール内に段差があるので、
ジェットを腰にあてながら座る事も出来ます。

☆ワールプール☆

☆幼児・児童プール☆

今回は各プールの紹介をします!!

その他にもウォータースライダー（身長120ｃｍ以上）も人気です。

　　　冬場でも楽しくプールをご利用ください

金武町教育委員会広報 10

日 曜日 備　　　考行　　　事　　予　　　定
　　【　清　掃　日　】 
　　【　休　館　日　】 
成人水泳教室(昼の部)
成人水中運動教室(夜の部)
小中学生中・上級水泳教室
成人水中運動教室(昼の部）
小中学生初心者水泳教室
小中学生初級水泳教室

※日曜日
　　【　休　館　日　】

成人水泳教室(昼の部)   
成人水中運動教室(夜の部)
※建国記念の日 
成人水中運動教室(昼の部）
小中学生初心者水泳教室   
小中学生初級水泳教室   

※日曜日   
　　【　休　館　日　】 

成人水泳教室(昼の部) 
成人水中運動教室(夜の部)
小中学生中・上級水泳教室
成人水中運動教室(昼の部）
小中学生初心者水泳教室
小中学生初級水泳教室

※日曜日
　　【　休　館　日　】 

成人水泳教室(昼の部) 
成人水中運動教室(夜の部)
小中学生中・上級水泳教室
成人水中運動教室(昼の部)
小中学生初心者水泳教室
小中学生初級水泳教室

※日曜日
　　【　休　館　日　】   

1
2

3
4

5

6
7
8
9

10
11

12

13
14
15
16

17
18

19

20
21
22
23

24
25

26

27
28
29

月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
月

午後１時３０分～午後３時
午後６時３０分～午後８時
午後６時～午後７時３０分
午後１時３０分～午後３時
午後６時～午後７時
午後７時～午後８時

午後１時３０分～午後３時
午後６時３０分～午後８時

午後１時３０分～午後３時
午後６時～午後７時
午後７時～午後８時

午後１時３０分～午後３時
午後６時３０分～午後８時
午後６時～午後７時３０分
午後１時３０分～午後３時
午後６時～午後７時
午後７時～午後８時

午後１時３０分～午後３時
午後６時３０分～午後８時
午後６時～午後７時３０分
午後１時３０分～午後３時
午後６時～午後７時
午後７時～午後８時

１～３コース
１～３コース
１～３コース

１～３コース

午後７時閉館

１～３コース

午後７時閉館

１～３コース

午後７時閉館
 
 

１～３コース

１～３コース

１～３コース

午後７時閉館

１～３コース 
１～３コース

１～３コース

午後７時閉館
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☆ ２月の清掃日は１日（月）となっています。その為、休館日が２日(火）となります。
☆ １月２０日（水）より毎週水・木・金曜日に成人・小中学生水泳・水中運動教室が 開催されてい
ますが、他のコースは使用出来ます。      
☆ 毎週木曜日・金曜日の午前中に金武地区消防衛生組合の水難訓練が予定されています。
　 ２コース程使用しますが、他のコースは使用できます。(一般の方は参加できません。)

備
　考
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3
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6
7
8
9

10
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13
14
15
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18
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20
21
22
23

24
25

26

27
28
29

月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
月
火

水
木

金

土
日
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１～３コース
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備
　考



発
行：金

武
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：
〒
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国
頭
郡
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町
字
金
武
7758　
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n.kin.okinaw
a.jp　

TEL：
968

-2991　
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X：
968

-4963

　３月４日は「ゆかる日、まさる日、さんしんの
日」という沖縄の芸術文化である三線の伝統と
技術を受けつぐ日として制定されております。
各家庭に眠っている三線をこの日だけでも一
斉に弾けるようにと思いが込められた「さんし
んの日」に、金武観音寺の境内で一緒に演奏し
ませんか？
　演奏する曲は誰でも簡単に弾くことができ
る「かぎやで風」等を予定しています。また、当
日は、家に眠っている三線がどのような三線か
鑑定できるコーナー等も設けます。


